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津軽地域における土地改良の経営的意義

－岩木川中・下流域稲作専業地帯－

原　　沢　　辰　　常

（東北鼻試）

1ま　え　が　き

津軽平野の岩木川中・下流域は，排水不良の低湿地が

多く．黒泥・泥炭土壌が多く分布している。また歴史的

にも，土地改良事業，ことに区画整理の後れがある。し

かしながら本地域の稲作経営は，極端な泥炭地などのほ

かは，収量が高まり安置しっゝあるが，労働生産性は低

いという特徴を示している。土地改良は，今後の農業生

産力の発熱こは最も重要な手段であるが，これは農業経

営の側からすれば，どういう意味をもつか。本稿では．

土地改良のおよぼす効果を私経済的・個別経営的な面か

ら考察する。

農業経営調査によって，現状の土地条件が稲作生産力

形成に関与する機能という点から生産構造を調べた。次

に土地改良によって稲作生産力向上の可能性，農業所得

にいかなる効果をおよはすと予想されるかについて検討

第1表　稲作生産の土地条件別比較

した。そのさい．基幹的家族労働力1人当り年間農業所

得を分析指標としてとった。稲作専業経営の農業所得は

作付水田面積と，その収量水準および基幹的家族労働力

に塊是される面がつよい。経営技術的には基幹的家族労

働力1人当り耕作可能両横，その水田の集約化可能性お

よび投下費用の生産的効率に分解して考察できる。土地

改良は直接には土地条件に対する加工であるから．水利

系統と土壌区分とを選定基準として，岩木川中・下流域

の代表的な立地条件にある稀作経営について研究した（

第1～2表）。調査には水田土壌研究室による土壌・栽

培技術面の考察を加えた。かくして，当地域に適用可能

な土地改良と稲作技術を考慮し，収量増加見込みを推定

した結果について分析を行なった。

2　岩木川中・下流域における稲

作経営の類型

地形・水利を考慮した場合，土壌型と稲作の収量水準
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およびその向上可能性とには密接な関連がある。これを

経済調査の事例によってみると，収量の高い地区の場合

では，労働能率と単位面積当り稲作所得が高い。収量の地

区別分布を統計調査事務所資料で概観すれば，黒石・弘

前間の高収量地帯を頂点として，山間部や中・下流低湿

地帯に至って低くなっている。気象・土壌・水利など相

互に密接に関連して，稲作生産の環境を形成しているが，

土地改良は土壌と水利への加工であり，区画の整理であ

る。中・下流域は上流部より，収量も経済性も低いが，

土地改良によって，土壌が変えられていった場合，ほか

の条件を同一とすれば，現行の技術水準でも．高い地区

の状態に近づくことが可能であると予想される。そこ

で，土地改良費の負担を上回ある増収と経凄節減が可

第　3　表　　対　象　集　落　の　技　術　概　要

能かどうかが問題となる。この調査では，中・下流域の

代表的4塀型について考察した（第2表・第3表）。

第2表　調査地の水利・土壌区分

堰

木　▼　　　　　　　　　　　造
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日
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～660軸／10α（540～570）

（16～18本）

3　稲作生産構造

水田土壌型と水利の点で区分したこの4集落の稲作経

営では前節で述べた内容の再確認に加えて，次のことが

明らかになった。

経営する水田条件と家族労働力との関係から，基幹的

家族労働力1人当り農業所得は，1人当り耕作可能な水

田画壇と米収量水準に規定されてくる。土地条件が良い

場合，施肥など費用の効率が高い。泥炭地の湿田は区画

の未整備，農道不備と相まって労働能率を低くおきえっ

けているので．いまのまゝでは生産力は停滞し，経営の

発展は制約されている。

水田土地条件は労働能率と集約化可能性，投下費用の

効率点で生産力形成に作用している。

4　土地改良の経営効果

技術調査による収量水準，労働手段導入の向上可能性

を経営的に評価すると以下のとおりである。土地改良が

すゝめは，施肥の効率が高まり，投下肥料費の増加率よ

りも・収量増加率の方が高くなる。数量的な確定は事前
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第4　表　　稲　作　の　生　産　性（稲実）
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第6表　稲　作　の　生　産　性（生田）

集　　計　　農　　家
水　田　面　穀　平　均

稲
作
収
支
・
所
得
概
要

生
産
性
据
標

水
田
1
0
ア
ー
ル
当
り

稲
購
請
負
雇
費
経
稲

租　　収
肥　　料

材　　　料
具
労　　働

用　　　′ト

費　　合
農　業　所

家族従事者
家族専従者
投下労働
10　α　当
稲　　作

人
人
目
り
所

l

l

l

h
ソ
h
ノ

当
当
当
米

数
値
r
益
費
費
費
費
計
計
得

墳
積
量
量
率

画
面
収

田
田
米
収

水
水
り
　
待

入
費
費
計
部
費
糾
得

収
働
財
小
料
営
伸
所

売
労
物
用
…
経
甘

費
購
収
農

販
傭
動
作
ち
作
売
作

米
雇
流
稲
〓
稲
腰
稲

家族従事者1人当り稲作拍得

集
水
■
稲
作
収
支
・
所
得
概
要

3．0ゐα以上 2．0～3．0ゐα

42，217円
2，951
5，357

15，529
3，582

16，571
27，688
24，645

第7表　稲　作　の　生　産　性（石館）

3．0／氾以上

頂
積「田

計
‖

作
人
　
倫
営
作

稲
購
諸
重
層
費
経
稲

㌃
均
…

m
　
平
川

租
肥

材　　　料

用

収
料

具
労　　働

／ト
費　　合
農　業　所

数
値

0

0

0

5

0

5

0

0

0

7

0

7

0

つ

J

l

n

7

0

′

0

7

5

1

2

8

1

A

T

4

0

7

A

T

ュ

J

2

5

8

っ
J
8
8
4
4
0
2
－
⊃

ノ

A

U

 

l

　

　

つ

J

4

5

益
費
費
費
費
計
計
得

生
産
性
指
標
五
田
1
。
7
″
当
り

r

淵．叫‥‥・け

家
家
投
1
0
稲

人
人
当り水田面
当り水田面腐

所　　得

積

臓り叢収量
率

入
費
費
計
部
費
銅
得

収
働
財
小
料
営
伸
所

売
労
物
用
M
経
㌢

費
賂
収
農

阪
傭
動
作
ち
作
売
作

米
雇
流
稲
‖
稲
は
稲

41，697
4，655
5，602

12，051
2，697

16，471
29，646
25，227

214，816

1．5・～2．0／昭

863，250
45，625
46，453

139，713
7，600
157，798

285，511
432，739

0．48
0ノ68

jj．7

550．0

60．2

39，903
423

5，227
8，767
2，535

15，862
31，136
24，041

2．0～3．07肥；1．5～2．0力α

1，034，923

59，674
78，189
111，249

61，333
248，681

370，803
540，780

加
地
軸
物
％

0
0
7
7
t
J

O

ノ

2

　

●

・

　

■

5

ノ

h

U

1

0
1
2
1
7

【
ヽ
一

886，158
54，170
62，703
1

2

1

1

5

2
っ
J
8
4
8

4

2

2

0

7

0

∩

7

0

8

A

T

O

′

h

U

2

つ

J

1

1
　
　
2
っ
J
4

∩
7
0
／
わ
ー
2
1

5
8
　
．
．

●

　

　

◆

3

′

h

U

く

J

O

O

2

∩

7

ピ

コ

A
T

41，222円
1，825
5，399

8，395
2，352
11，828

38，305

2，535
6，256
10，597
2，606
15，839
27，708

22，467

41，
3，

6，
12，

3，
19，
29，
22，

4

∩

7

n

7

‘

U

7

2

8

2

っ

」

こ

∪

ノ

つ

一

8

0

8

4

く

ノ

／

0

‘

U

8

1

4

0

4

5

1．0～1．5Jz〃

1．0～1．5わd

j戸平均
1．18

497，995

20，335

30，100
29，600
26，100
119，803

153，336
252，993

0．47
0．79
21．0

479．9
62．3

34，157
2，224

4，662
10，097

1，723
13，591
24，060
21，079

12，600

1．伽α以下
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家族従事者1人当り稲作所得
60，538
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第8表　水田10α　当　り収支概要（平均値）
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第　9表　tl）改善技術による場合の粗収益向上見込み（10（Z当り）

2，458

2，499
4．330

3，199
826

709
485
15，529

5，284
11，138
28，335

23，943

2，665
3，089
4，824

2，309
864
700

474
15，796

6，107
10，886
26，877

21，967

目　標収量 現在の頑目標の粗収益 現在の粗収益！収益増加見込値

五所川原 グライ土壌強グライ土壌
6．30～700毎
b50

63，000～70，000円

65，000

55，000円
53，000

8，000～15，000円
12，000

注・東北農試水田土壌研究室の調査により粗収益を計算した。
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＼＼－＼土　壌

収量水準＼‾‾‾‾一一＼

載グライ土壌

黒海　土壌

450的

畑　　　　田

燐　酸・加里多用

泥　炭　土壌

畑　百・中　干

客　　　　　土

700

‾一夜‾■‾‾‾■…け届「‾‾

窒素嘩酸狂確＿＿＿＿
透水・深耕

燐　酸・加里の多用

800

‾題‾‾‾▼‾‾‾‾水▲‘一

ド層の肥沃性

畑　苗・窒素少
燐　酸・加里多用

地下水位の低下
透水・客　　土

粗収益水準 45，000円 60，000

注1．東北農試水田土壌研究室調査

2．粗収益の計算は39年度米価で玄米150的当り15，000円とした。

的研究では困難であるが．土地改良をして改善技術を適

用した場合．10（Z当り粗収益の増加見込みは，農家の年

々の土地改良費自己負担と技術改善のための費用増加を

超えて利益が生ずると推測される。

区画整理のような収量増加を直接に目的としない．労

働手段高度化の前掟条件をつくる土地改良でも．水利改

良・深耕全層施肥・そのための大型機械の導入と体系化

されて，増収の可能性を創出できる面が重要である。既

整理地区（五所川原市飯詰川地区）では，以前家族労力

1人当り耕作適正水田面執ま60（Zと考えられていたが，

区画後は川αは楽に作れるようになり，深耕区は増収に

なっている。田植えそのものの能率はあまり変らないが、

共同作業単位が大きくなり，集団栽培によっで合理化が

はかられてきた。上地改良は農家所得の増加という観点

から，二つの可能性があげられる。

1．稲作経営規模拡大の側面

稲作主業農家の経営する水田面紋の維持増加を可能に

し，集約化可能性を増す。その基礎として，稲作技術高

度化を容易にし，わらなど有機分の投下の効果を増し，

米以外有利に作れない条件から脱却し，青刈類の導入を
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‾可能にし，家畜導入の有利性を増す。

2・兼業所得増加の側面

稲作の省力によって・自己の経営を犠牲にすること少

く・農業外に安定就業を可能にする作用である。

この二つは・水田土壌・水利条件が改善され，区画整

理により・機械力利用が・深耕・施肥改善を通じて生産

力向」二の効果にまでおよぷことによって可能となる。1

人当り耕作可能面掛は土地改良を通じて拡げられ，それ

を通じて1人当り農業所得を高めうる。

5　土地改良に対する農家の意識と

経済条件

土地改良は農業経営の発展のための基礎条件と考えら

れるが，農家の側からは反対意見の起る場合がある。土

地改良に対する農家の意見の根拠について，アンケート

の結果から整理してみると，次のことがわかった。

類型的に，水田条件が粘土質地で排水もやゝ良く．収

量も比較的に高く，このまゝでは向上可能性のl毎叫、さ

いものと地元農家が考えている地区（五所川原市栄地

区）と，水田が黒海または泥炭地で．排水が極度にわる

い田が多く，生産性（労働・土地）の向上を土地改良に

強く依存する地区（木造町出精地区）とでは差がみられ

る0五所川原では区画整理はかりでなく，土地改良一般

の増収効果に農家が大きく期待していない。木造では区

画整理を含めて，農道・水路整備，暗渠排水および客土

は増収・労働能率増進のための必要条件であるという認

識が行きわたっている。土地改良（ことに区画整理の場

合）では，経費負担力が問題になるが，農家の追加資本

の投下余力は，年々の農家経済余剰に依存するとみられ

る0稲作専業経営では．水田面私土地の良否が経営集

約度を通じて農業所得に結果し．農家経済余剰の執こ相

関している0ここに土地改良をすれば10α当り収支が前

節にみるように・予測上有利となる計算になっても，そ

れはまた解決し難い社会問題の原因となる0その点を考

慮して・農家の土地改良に対する考え方をみると，五所

川原でも大規模層（はば2・5′氾以上）は，省力多収規模

拡大を期待して・区画整理を希望しているし，安定した

農業外就業をしている層も希望している。これら農家は

経営的にまたは兼業に集中するために土地改良の必要性

が大きいのであるし・また改良費の償還金を比較的容易

に調達できる農家層である。

中小親模専業・不安定兼業層には，省力増収の可能性

があっても・償還のための現金支出を重い負担とする農

家がみられる。木造のような低湿地では，現状の停滞性

が大きく・土地改良こそが規模拡大・増収の基礎的条件

であるために・反対する農家は少ないが費用負担力の問

題は・収量水準も低いだけに潔く潜在している。それゆ

え・区画整理を施行する場合，補助率の点もあるが，国

民経済全体の視野のもとに・国・県・町村と体系性をも

った社会保障政策・雇傭政策の拡充が要望される。

土地改良による増収効果が大きけれは．′J、規模層でも

有利性は高くなる0土地改良も段階的に生産力向上のた

めの別、要素を変えてゆき可能性をひろげる手段である

が・土地条件によって問題は一様でない。増収効果は施

行後における農家の新耕地環境における技術選択に影響

されるのであって・それも農家の経済力と関係があるの

で経営・技術面での公共的な指導体制も必要となるので
ある。

注。詳細については「津軽農業の研究」（昭和40年

3月青森県鼻林部刊・東北農試縮）の第2福第2章（技

術），第3章（経営）を参照されたい。


